










戸田研修センター

［第1回］8月26日(月)～8月29日(木)　 ［第2回］12月10日(火)～12月13日(金)　

（各回とも、開講時間：13時、修了時間：14時となります）

130,600

［第1回］4月24日(水)～5月17日(金) ［第2回］7月19日(金）～8月23日(金)

7.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 月 開講式・教科内容の説明 0.5
開講式・オリエンテ－ション及び研修教科内容の
説明

(火)
アセットマネジメントとストック
マネジメント支援制度について

2.0
アセットマネジメント導入の必要性と基本的な考
え方及びストックマネジメント支援制度について
解説

下水道経営について 1.0
アセットマネジメント・ストックマネジメントの
重要性を学ぶ

ディスカッション（課題整理） 1.0
アセットマネジメント・ストックマネジメントの
導入・実践に際しての課題の整理

2日目 火 アセットマネジメント導入計画 3.5
段階的なアセットマネジメントの導入手法（ア
セットマネジメント導入計画）について解説

(水) 下水道管きょのストックマネジメ
ントについて

3.5
下水道管きょのストックマネジメント手法につい
て解説

3日目 水
処理場・ポンプ場施設のストック
マネジメントについて

3.5
下水処理場、ポンプ場のストックマネジメント手
法について解説

(木)
ディスカッション 3.5

グループで課題を選出し、その課題についての発
表及び討議

4日目 木 アセットマネジメントの先進事例 3.5 アセットマネジメントの先進事例解説

(金)
修了式 0.5 　

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

計画設計コ－ス

アセットマネジメント・ストックマネジメント
　（実務編）４日間

下水道事業のアセットマネジメントに関心のある職員
下水道施設の計画等を担当し、下水道施設のストックマネジメント計画を理解したい人

財政面、体制面等の制約条件下において下水道事業を効率的に実施していくための取組みであ
るアセットマネジメント・ストックマネジメントについて、それらを導入するための動機付け
と実践していくための知識等を習得する。

3.会　場

5.受講料
　（円・税込）

4.研修開始日
　　～
　研修修了日

6.募集開始日
　　　　～
　募集終了日

1.対象者

2.目  標

















戸田研修センター

11月5日(火) 13:00 開始予定

11月7日(木) 16:30 修了予定

132,000

7月19日(金)

8月23日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 火 開講式 0.5 開講式及び教科内容の説明

下水道の経営戦略の策定
の現状と課題

3.5
経営戦略の策定に関する問題点と現状と課題
について解説

2日目 水
経営戦略の策定に関する
課題解決討議

7.0
参加者が抱える経営戦略の策定に関する諸問
題に関する討議

3日目 木
経営戦略の策定に関する
課題解決討議

6.0
参加者が抱える消費税に関する諸問題に関す
る討議

修了式 0.5

経営コース

経営戦略（課題解決型研修）　３日間　

下水道事業の経営戦略の策定・改定を担当する職員で自治体における経営戦略
の課題を解決したい職員

地方公共団体においては、下水道事業のあるべき姿を実現するために「経営戦
略を策定」し、経営健全化の視点を持ちつつ、質の高い下水道サービスを将来
にわたって安定的に提供できることを目指しています。そのため、経営戦略策
定の実務担当者は様々な場面で問題点に直面することが多く、問題解決に必要
な視点・手法を実践的に習得できるよう、少人数で課題を解決していく講座で
す。

・研修生の皆さんが経営戦略の策定に関して、直面する困りごとを解決する課題解決型の研修で
す。

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

3.会　場

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

1.対象者

2.目  標





戸田研修センター

2月12日(水) 13:00 開始予定

2月14日(金) 16:30 修了予定

119,000

10月1日(火)

10月24日(木)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水 開講式 0.5 開講式及び教科内容の説明

接続率の現状と課題 3.5
接続率向上に関する問題点と現状における対応に
ついて解説

2日目 木 課題別接続方策 3.5 事業段階に応じた課題とその方策について解説

公共下水道への接続方策 3.5 接続率向上に寄与できる主な方策について解説

3日目 金 接続促進に関する諸問題 3.5 類型区分による接続促進問題点について解説

接続促進の主な取組事例 2.5 市町村の接続・水洗化促進を進める事例の解説

修了式 0.5

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

経営コース

接続・水洗化促進と情報公開　3日間
下水道普及促進や接続・水洗化を進めるための広報活動や受益者負担金、下水道使用料等に
ついての住民へ周知を担当する職員

下水道の広報活動について理解するとともに、講義や事例を通して広く情報公開のあり方に
ついて学ぶ。

3.会　場

1.対象者

2.目  標



 

戸田研修センター

6月5日(水) 13:00 開始予定

6月21日(金) 14:00 修了予定

226,200

4月8日(月)

4月19日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教科名
講義
時間

内      容

1日目 水 開講式 0.5 開講式及びオリエンテ－ション

オリエンテーション・教科内容の
説明

1.0 研修教科内容の説明

下水道用語の解説 2.5 下水道の基礎的な知識に関連する用語の解説

2日目 木 下水道の基礎的知識 3.5
我が国の下水道の変遷と下水道技術者として知って
おくべき基礎知識の概説

管きょ施設と維持管理 3.5 管路施設と排水設備等とに関連する解説

3日目 金 管路施設の設計 3.5
管きょに及ぼす土圧と荷重の計算、基礎工決定条件
等の解説

管きょ断面の設計 3.5
管路施設の基本的な事項及び汚水・雨水排除計画に
ついての解説

6日目 月 流量計算演習 7.0
汚水・雨水の流量計算、管きょの断面・勾配の決定
等の演習

7日目 火 7.0

8日目 水 7.0

9日目 木 設計図書作成方法と歩掛り解説 1.5 積算基準と歩掛りの考え方の解説

特別講義 2.0

施設研修 3.5
研修によって得た知識を現地で確認し、より効果を
あげる見学を実施

10日目 金 数量計算演習 7.0 各種容量計算の解説と計算演習

13日目 月 管きょ設計のための事前調査 3.5
調査対象物件と調査方法及び調査結果の利用方法に
ついての解説

土留め工の工法選定 3.5
開削工法に必要な土留め工法の概説、工法選定にお
ける留意点の解説

14日目 火 7.0

15日目 水 積算演習 7.0
流量計算・測量等の成果に基づいて、枝線管きょの
実施設計の演習を行ない、成果品を提出

16日目 木 7.0

17日目 金 管きょの施工管理 3.5
管きょの施工管理上の留意点とチェックポイント等
の解説

修了式 0.5

2.目  標

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

3.会　場

4.研修開始日

・基礎的な研修内容及び講義・演習・実習に時間的ゆとりをもったカリキュラムによって、初心者の方でも開削工法
による管きょ工事の設計から積算・施工までを理解できます。

現場踏査及び設計図作成実習
設計上必要な路線測量・水準測量を実習し、設計図
を作成

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

実施設計コ－ス

管きょ基礎　１７日間 

1.対象者
はじめて下水道の実務を行うことになり、開削工法による管きょの設計技術の習得を希望する
職員（土木職以外も含む）

下水道管きょ全般の基礎知識を得て、開削工法による管きょ工事の設計図書が理解できる

・工学系の出身者以外の方で、管きょの設計実務に初めて携わる方への最適なコースです。





　

［第1回］6月26日(水)～7月12日(金)　 ［第2回］8月28日(水)～9月13日(金)　

［第3回］10月16日(水)～11月1日(金) ［第4回］11月27日(水)～12月13日(金)　

［第5回］1月22日(水)～2月7日(金)　

（各回とも、開講時間：13時、修了時間：14時となります）

226,200

［第1回］4月8日(月)～4月19日(金)　 ［第2回］4月24日(水)～5月17日(金)　

［第3回］7月19日(金)～8月23日(金) ［第4回］7月19日(金)～8月23日(金)

［第5回］10月1日(火)～10月24日(木)　

7.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水 開講式 0.5 開講式及びオリエンテーション

生活関連・教科内容の説明 0.5 研修教科内容の説明

ディスカッション課題の事前検討 3.0 管きょ設計に関する諸問題についての討議

2日目 木 下水道概説 3.0
下水道の役割、下水道事業の現状と課題、下水処
理方式等について解説

管路施設の設計 3.0
耐震設計、管路施設の実施設計等について、演習
を交えて解説する

3日目 金 管きょ断面の設計 3.0
下水道計画の基本的諸元の決定、管路施設の断面
の設計について、演習を交えて解説する。

下水道関連法規と工事関係法 3.0 下水道法その他工事関係法の概説

6日目 月 管路の配置と断面決定演習 6.0 例題による管きょの断面決定と流量表の作成演習

7日目 火 土質実験及び資料の活用法 6.0
設計、施工上における地盤工学のポイント解説及
び室内試験の実習

8日目 水 下水道行財政と補助事業の解説 2.0
下水道行財政のしくみ、国庫補助対象事業と採択
基準、補助金の交付手続き等について解説

施設研修 4.5 下水道施設等での現地研修

9日目 木 管きょ施工法・補助工法の選択 3.0
管きょ工事における施工法及び補助工法の選定に
おける基本的な考え方を解説

土留め工の設計及び演習 3.0

10日目 金 6.0

13日目 月 推進工法の設計 6.0
推進工法の種類、最適工法の選定等及び推進管の
設計について演習を交えて解説する

14日目 火 推進工法の積算演習 6.0

15日目 水 6.0

16日目 木 効果測定 1.5 研修効果を測定するテスト

ディスカッション 5.5 研修生から提出された課題について討議

17日目 金 管路施設の維持管理 3.0 管路施設の維持管理における課題と対策

修了式 0.5

・管きょ設計に携わっている方への最適なコースです。

・管きょ設計の基礎から応用までを幅広くマスターできます。

実施設計コ－ス　　　　　　　　　　

管きょ設計Ⅱ［指定講習］  １７日間　

1.対象者
2.5年以上の関連インフラ（下水道、上水道、工業用水道、河川、道路）の実務経験を有しその内1.5年以上
の下水道の実務経験を有する人、または同程度の技術を有する人で、管きょ設計技術の習得を希望する職員

下水道法第22条に定める管きょ設計の資格者として適切な工法の決定及び設計ができる

小口径管推進工法の積算について解説するととも
に、低耐荷力推進工法、立坑の積算について演習
する

4.研修開始日
　　～
　研修修了日

6.募集開始日
　　　　～
　募集終了日

3.会　場 戸田研修センター

5.受講料
　（円・税込）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

2.目  標

土圧の算定、根入れ長や部材断面の決定等、土留
め工の設計について解説、及び鋼矢板土留め工の
設計演習









8月6日(火) 10:00 開始予定

8月8日(木) 14:00 修了予定

119,000

4月24日(水)

5月17日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 火 開講式、教科内容の説明 0.5
開講式及びオリエンテーション、研修教科内容の説
明

排水設備概説 2.0 排水設備の概要と施設の設計を解説

水洗化の普及促進 3.0 接続・水洗化促進の広報活動の進め方を解説

2日目 水 排水設備工事の諸手続きと検査 3.5
排水設備工事に係る諸手続きと工事検査の注意点を
解説

下水道台帳管理 1.5
下水道台帳のシステムとデータ更新・情報公開の留
意点を解説

排水設備の設計演習 2.0 排水設備の概要の解説と設計演習

3日目 木 排水設備工事の事例解説 3.5 排水設備工事責任技術者指導のポイントを学ぶ

修了式 0.5

・排水設備工事の指導に必要な知識と指定工事店を適切に指導できる力を養成します。

・窓口対応や排水設備担当職員が抱える課題について学びます。

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

3.会　場 戸田研修センター

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

実施設計コース

排水設備工事の実務　３日間　

新たに排水設備の担当者になった職員

排水設備全般にわたる知識を習得し、排水設備指定工事店への適切な指導ができる

1.対象者

2.目  標







　

1.対象者 下水道に関する基本的な知識を有し、下水処理場の機械設備の設計を担当する職員

2.目　標 ポンプ場及び処理場の機械設備の設計ができる

3.会　場 戸田研修センター

4.研修開始日 12月16日(月) 13:00 　開始予定

5.研修修了日 12月20日(金) 14:00 　修了予定

142,300

7.募集開始日 7月19日(金)

8.募集終了日 8月23日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 月 開講式，教科内容の説明 0.5
開講式，オリエンテーション及び研修教科内容の
説明

水処理機械設備の設計
（沈砂池・沈殿池）

1.5 沈砂池及び沈殿池等の基本計画と詳細設計

水処理機械の設備の設計（揚水） 2.0 水処理機械の揚水等の基本計画と詳細設計 

2日目 火
水処理機械設備の設計
（送風機・反応タンク）

2.5 送風機及び反応タンク等の基本計画と詳細設計

汚泥処理設備の設計
（濃縮・脱臭）

2.0 濃縮及び脱臭等の基本計画と詳細設計

汚泥処理設備の設計
（脱水・消化・焼却）

2.0 脱水・消化及び焼却設備等の基本計画と詳細設計

3日目 水 施設研修 6.5
処理場の現地見学において、本コースの講義で学
んだ内容の実際の状況を確認することで、設計を
より深く理解する。

4日目 木 機械設備の積算体系及び積算演習 6.5
処理場・ポンプ場における機械設備工事の積算体
系解説及び積算演習、会計実地検査について

5日目 金 機械設備工事における機器承諾 1.5
機器承諾及び設備施行管理における留意点，耐震
強度などのチェックポイント

ディスカッション 1.5

修了式 0.5

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・機械設備の設計について、詳しく体系的に学ぶことができます。

・機械設備設計上の留意点、工事設計書の作成について詳しく説明します。

・実務経験の少ない方は、事前に基礎コース（オンライン・オンデマンド研修）の受講をお勧めします。

実施設計コース

処理場設備の設計（機械設備）  ５日間

6.受講料
（円・税込）







1.対象者

2.目　標

3.会  場

4.研修開始日 6月17日(月) 13:00 　開始予定

5.研修修了日 6月28日(金) 14:00 　修了予定

189,000

4月8日(月)

4月19日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 月 開講式 0.5 開講式及びオリエンテーション

教科内容の説明 0.5 研修教科内容の説明

ディスカッションの事前説明 3.0 ディスカッションの事前説明

2日目 火 地盤改良工法の概要と施工管理 3.0 地盤改良工法の概要と施工管理の留意点

土留め工法の概要と施工管理 3.0 土留め工法の技術概要と施工管理の留意点

3日目 水 会計検査の役割と最近の検査報告 3.0
最近の会計検査報告から設計・施工上の留意点など
を解説

補償事務 2.0 工事等に伴う補償方法及び事前調査方法

下水道関連法規と工事関係法 2.0 下水道法その他工事関係法の概説

4日目 木 土質実験及び資料の活用法 7.0 土質実験とそれに伴う資料の活用法について学ぶ

5日目 金 コンクリート配合設計法と施工管理 6.0 施工等における地盤工学の応用とその留意点

8日目 月 設計変更の事例解説 3.0 現場条件等による設計変更の仕方と演習

工事施工と住民対応 3.0
工事施工と工事説明会、苦情処理等に対する住民対
応

9日目 火 施設研修 7.0 下水道施設等での現地研修

10日目 水 工程管理手法とその演習 6.0 工事管理手法と工程管理の演習

効果測定 1.5 研修効果を測定するテスト

11日目 木 工事検査実務と品質管理 3.0
品質確保のための工事検査の方法、検査事例等の解
説

ディスカッション 3.0
グループごとに討議課題を発表、講師を交えて全体
討議

12日目 金 工事の安全管理 3.0 工事現場の事故、公衆災害、物件損害等の防止

修了式 0.5

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・安全、工期等を確保するための工事監督の留意点を解説します。

・品質管理を踏まえた工事監督・検査方法のポイントについて解説します。

戸田研修センター

6.受講料
（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

　
工事監督管理コース

工事管理　［指定講習］  １２日間　

2.5年以上の関連インフラ（下水道、上水道、工業用水道、河川、道路）の実務経験を有し、そ
の内1.5年以上の下水道の実務経験を有する土木職員、または同程度の技術を有する職員

下水道法第22条に定める工事監督の資格者として、工事管理を行う際に必要となる知識や技術
を習得し、工事現場の適切な管理と指導ができる



  

戸田研修センター

［第1回］6月17日(月)～6月28日(金)　 ［第2回］11月11日(月)～11月22日(金)

189,000

［第1回］4月8日(月)～4月19日(金)　 ［第2回］7月19日(金)～8月23日(金)

7.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 月 開講式，教科内容の説明 0.5 開講式及びオリエンテーション，教科内容の説明

下水道管きょの維持管理の要点 1.5 下水道管きょの維持管理の要点について解説

ディスカッション課題の事前検討 2.0 管きょの維持管理に関する諸課題について討議

2日目 火 管路施設の維持管理 3.5
管路施設の維持管理を概説し、現場で発生するトラ
ブルの対応等維持管理事例を解説

下水道関連法規 3.5 下水道法その他関係法の概説

3日目 水 管路施設の点検・調査計画 3.5
点検・調査・清掃等管路施設の維持管理計画策定の
考え方について解説

管路施設の流下能力チェック演習 3.5 既設管路施設の流下算定手法の解説と演習

4日目 木 下水道台帳の作成と保管 3.5
下水道台帳の作成と保管及び予防保全に役立つ活用
方法の解説

排水設備の設計演習 3.5
排水設備の設計演習並びに指導、検査方法および排
水設備と管路施設の維持管理との関わりについて解
説

5日目 金 不明水の概説と事例紹介 3.5
不明水が及ぼす下水道への負荷及び不明水対策の取
組み事例を解説

不明水の調査方法と定量化 3.5
不明水調査の方法と、調査結果を定量化する手法の
解説

8日目 月 管路施設の保全実務 3.5
他企業工事の立会い・切回し指導、更生工法を活用
した再構築例、住民苦情対応及び道路陥没等の災害
発生時等の対応実務の解説

マンホールふたの点検調査 2.0 マンホールふたの点検調査について解説

効率的な点検調査に関する事例研究 1.5
管路施設の効率的な点検調査のための具体的手法を
事例に基づき解説

9日目 火
管路施設の維持管理に関する最近の課
題

2.0
主に管路施設包括的民間委託など管路施設の維持管
理に係わる最近の動向を解説

管路施設の点検調査実習 5.0
管路施設の調査点検・診断の解説と機材を用いた実
習

10日目 水
管路施設の維持管理に関する技術開発
の動向

2.0
維持管理に係わる最新技術の紹介と技術開発の動向
を解説

管路施設清掃の積算演習 5.0
管路施設のしゅんせつ・清掃の判定基準の解説と積
算演習

11日目 木 修繕・改築工法の概説 3.5
各種工法の概要、工法選定、各工法の施工時の注意
点および修繕・改築計画の策定等の解説

施設研修 3.5
マンホール蓋性能試験・管路水理実験施設における
現地学習

12日目 金 ディスカッション 3.5 研修生から提出された課題について討議

修了式 0.5

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・管路施設の維持管理に初めて携わる方への最適なコースです。

・管路施設の点検・調査計画から住民対応まで、維持管理全般をマスターできます。

6.募集開始日
　　　　～
　募集終了日

4.研修開始日
　　　　～
　研修修了日 （各回とも、開講時間：13時、終了時間：14時となります）

維持管理コース

管きょの維持管理　１２日間　

管路施設の維持管理を担当する職員

管路施設の維持管理及び点検・調査計画、排水設備の設置、不明水対策等下水道整備区域全般にわ
たる管路施設の適切な維持管理ができる

5.受講料
　（円・税込）

1.対象者   

2.目  標        

3.会　場





1.対象者

戸田研修センター

4.研修開始日 5月28日(火) 13:00 　開始予定

5.研修修了日 5月31日(金) 14:00 　修了予定

130,600

7.募集開始日 4月8日(月)

8.募集終了日 4月19日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 火 開講式、教科内容の説明 0.5 開講式及びオリエンテーション

処理場設備の維持管理の概説 3.5 下水処理場の維持管理の概要と基礎知識の解説

2日目 水 処理場関連法規 3.0 下水道法その他処理場関連法規の概説

水処理概説 2.0 水処理の原理と特徴の解説

汚泥処理概説 2.0 汚泥処理の概要について解説

3日目 木 施設研修 7.0
処理場の視察を通して、設計上のイメージと実際
の施設設備とを関連付ける。

4日目 金 設備の管理と保全の基礎 3.5
処理場設備（機械・電気設備）の管理と保全の概
説

修了式 0.5

・処理場管理の経験の浅い方に、処理場の施設及び運転についての基礎的な知識を解説します。

・大規模・中規模・小規模等、規模の大小にかかわらず必要な解説をします。

下水処理の用語及び処理場のしくみなど、処理場を維持管理（監督業務を含む）するための基
本的事項全般を学ぶ

維持管理コース

処理場管理の基礎  ４日間

処理場の維持管理を担当する職員で経験の浅い方

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

6.受講料
（円・税込）

2.目  標        

3.会　場







1.対象者

戸田研修センター

4.研修開始日 12月10日(火) 10:00 　開始予定

5.研修修了日 12月12日(木) 13:30 　修了予定

119,000

7.募集開始日 7月19日(金)

8.募集終了日 8月23日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 火 開講式、教科内容の説明 0.5 開講式及びオリエンテーション、教科内容の説明

電気設備の管理 2.0 電気設備の点検周期や方法、測定項目、修繕方法など

計装制御設備の保守管理 3.5 監視制御設備と計装設備の解説と保守管理

2日目 水
継電器（過電流・不足電圧・地絡方向）の試験実習と
解説

処理場維持管理の概要について解説

3日目 木 設備保守点検の委託 3.0 処理場設備保守点検委託の概要と事例解説

修了式 0.5

・電気設備管理のポイントについて力を入れています。

維持管理コース

電気設備の保守管理　３日間　

処理場の維持管理担当職員で電気設備の管理に関する専門の知識・技術の習得を希望する職員

処理場・ポンプ場の電気設備の管理について専門の知識・技術が習得できる

・電気は処理場を動かすための、まさに原動力です。電気職以外の方には難しいといわれる電気設備の管理の仕方
が講義、実機を使用した実習を通じて身近なものになります。

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

6.受講料
（円・税込）

電気設備の実習(継電気試験及び高
圧盤操作）

8.0

・開講日（受付9:00～、授業開始10:00～）の日程は通常と異なりますのでご注意ください。

2.目  標        

3.会　場



1.対象者

戸田研修センター

4.研修開始日 2月12日(水) 10:00 開始予定

5.研修修了日 2月13日(木) 16:30 修了予定

60,700

7.募集開始日 10月1日(火)

8.募集終了日 10月24日(木)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水 開講式、教科内容の説明 0.5 開講式及びオリエンテーション、教科内容の説明

改正省エネ法の解説 1.5
改正されたエネルギー使用の合理化に関する法律の
要点解説

定期報告書・中長期計画書のポイ
ント

1.5 法で定められた提出書類作成のポイント解説

定期報告書・中長期計画書の事例
研究

2.0 法で定められた提出書類作成の事例を解説

2日目 木
エネルギー管理標準の制定につい
て

2.5 維持管理におけるエネルギー管理標準の解説

処理場設備における省エネ対策 3 処理場のエネルギー最適化に向けた技術の紹介

修了式 0.5

・開講日（受付９：００～、授業開始１０：００～）の日程は通常と異なりますのでご注意ください。

エネルギー管理統括者／エネルギー管理企画推進者、エネルギー管理指定工場等エネルギー管理
員などに従事される職員。またはその補助者の方。

省エネ法・温対法の概要について理解し、各種届出、提出書類について、ポイントを習得し、実
務に活かせる。

維持管理コース

省エネ法入門　２日間　

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

6.受講料
（円・税込）

2.目  標        

3.会　場



　 　

1.対象者

戸田研修センター

4.研修開始日 9月25日(水) 10:00 　開始予定

5.研修修了日 10月4日(金) 17:00 　修了予定

177,300

7.募集開始日 4月24日(水)

8.募集終了日 5月17日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水 開講式 0.5 開講式及びオリエンテーション

教科内容の説明 0.5 研修教科内容の説明

水処理・汚泥処理の基礎と理論 5.5
浄化原理及び水質用語、水面積負荷等の基礎とそ
の理論、また、汚泥処理の原理及びＴＳ，ＶＴ
Ｓ、固形物負荷等の基礎とその理論について解説

2日目 木 水質実習(1) 6.0
汚泥管理に必要な活性汚泥、一般汚泥の分析と運
転管理との関連について解説

3日目 金 水質実習(1) 6.0 処理場維持管理の概要について解説

6日目 月 水質実習(2） 6.0
窒素、りんの分析の試薬準備と各態りんの分析並
びにBOD(5日目)の分析とデータの読み方、運転管
理への活かし方について解説

7日目 火 水質実習(2） 6.0
各態窒素の分析とデータの読み方、運転管理への
活かし方について解説すると共に、二日間の総括

8日目 水 水質実習(3） 6.0
重金属分析の前処理、大腸菌群数培地の調整並び
に培養開始

9日目 木 水質実習(3） 6.0
重金属の濃度測定と大腸菌群の計数、ならびに結
果の読み方について解説

10日目 金 水質管理演習 6.0

実習で得られた結果を用い、固形物収支、余剰汚
泥引き抜き量等を算出する、水質管理の演習を行
うとともに、水処理機能異常時の対応について解
説

修了式 0.5

・処理場の維持管理を委託する場合に必要な知識等についても解説を行います。

・水質・汚泥等の分析手法は勿論、下水処理に必要不可欠な分析結果の使い方を演習を通して解説します。

2.目  標        

3.会　場

・開講日（受付9:00～、授業開始10:00～）、修了日（修了式～17:00）の日程は通常と異なりますのでご注意
ください。

維持管理コース

水質管理Ⅰ
～水質分析と運転管理～  １０日間

処理場の水質管理を担当する職員及び処理場設備の保守管理を担当する職員

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

6.受講料
（円・税込）

・実習、演習を通じて、水質データに対するイメージがより一層具体化します。近年では 水質担当以外の方の
受講も増えております。水質担当のみならず、機械設備、電気設備担当の方も受講ください。

処理場の維持管理に必要な水質分析及び水質管理に関し、維持管理管理受託者に対し、水質管
理の助言、指導ができる



　 　

1.対象者 処理場の水質管理を担当する職員

戸田研修センター

4.研修開始日 2月17日(月) 10:00 　開始予定

5.研修修了日 2月21日(金) 17:00 　修了予定

142,300

7.募集開始日 10月1日(火)

8.募集終了日 10月24日(木)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 月 開講式、教科内容の説明 0.5 開講式及びオリエンテーション、教科内容の説明

ディスカッション課題の事前検討 1.5 ディスカッションテーマの内容発表と質疑

水質管理の理論 3.5
処理場における水質管理の実際と異常時の対策を理
論的に解説

水質トラブルへの対応 3.0 水質悪化の原因とその対策について解説

窒素、りん処理施設の運転管理 3.0
窒素、りん処理における水質管理・汚泥管理と管理
事例

3日目 水 生物相からみた下水処理 7.0
生物の基礎、活性汚泥の浄化機能について解説、生
物相の観察

4日目 木 処理施設運用事例 7.0 水質管理の実際について事例解説

5日目 金 ディスカッション 3.0
研修生から提起された水質管理、汚泥管理の問題点
について討議

窒素、りん処理管理演習 3.5 窒素、りん処理施設運転管理の演習

修了式 0.5

・水質管理Ⅰ同等レベルの知識を前提とし、講義、実習、演習を通じて高度処理、多段ステップ法等さらなる専
門知識を得られる内容としています。

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

2.目  標        

3.会　場

6.受講料
（円・税込）

・効率の良い水処理、柔軟な水処理管理についても理論的に解説します。

・開講日（受付9:00～、授業開始10:00～）、修了日（修了式～17:00）の日程は通常と異なりますのでご注意く
ださい。

維持管理コース（官・民合同研修）

水質管理Ⅱ  ５日間
～高度処理施設の水質管理～

高度処理を中心として処理場の水質管理を充実させるとともに、水質管理上発生する諸問題に
ついて、理論的考察に基づき原因を究明して適切な対策処置をとることができる

2日目 火



　

1.対象者

戸田研修センター

4.研修開始日 8月21日(水) 13:00 　開始予定

5.研修修了日 8月30日(金) 16:30 　修了予定

177,300

7.募集開始日 4月24日(水)

8.募集終了日 5月17日(金)

9.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水 開講式 0.5 開講式及びオリエンテーション

教科内容の説明 0.5 研修教科内容の説明

ディスカッション課題の事前検討 1.0 ディスカッションテーマの内容発表と質疑

事業場排水指導の概要 2.0 事業場排水指導の概要について解説

2日目 木 下水道関連法規 2.0
事業場排水における下水道関連法規としてPRTR・
ディスポーザ・油の分離等について解説

事業場の把握と届出事務 3.0
事業場の把握調査、各種届出事務及び事業場指導な
らびに特定施設等汚水の発生源に関する説明

課題研究 2.0 事業場排水に関する重要課題について討議

3日目 金 届出書作成実習 7.0 事業者からの届出書の作成指導の解説と演習

6日目 月
事業場排水の処理技術と除外施設
維持管理指導

5.0
各種事業場排水とその除害施設の処理原理の解説、
除害施設の維持管理指導のポイント

事業場排水規制と情報公開 2.0
特定施設等届出書類等に関する情報公開の考え方と
実際

7日目 火 除害施設処理実習 7.0 有害物質、重金属含有排水の処理及び分析の実習

8日目 水
事業場排水指導の実務演習（映像
を用いた立入検査の実務）、違反
事業場に対する措置

7.0
排水指導の実務的な方法に関する事例による演習及
び立入検査実務と違反事業場に対する行政指導及び
処分

9日目 木 事例紹介 3.5 事業場排水対策に関する事例紹介

施設研修 3.5
事業場排水処理技術の講義、実習で学んだ原理、操
作が実施設に適用された例を通し、管理、制御の実
際を学習

10日目 金 ディスカッション 3.0 研修生から提出された課題について討議

修了式 0.5

6.受講料
（円・税込）

維持管理コース

事業場排水対策　１０日間
～事業場排水の監督指導～

事業場排水及び除害施設の検査・監督指導ができる

・事業場排水の規制指導は、下水道事業の経営、運営において非常に複雑でわかりにくい分野です。

・演習、実習を通じて、届出の実務、立入監視指導の実務等のイメージを明確にし、現場で即使える実践的な内
容を学習します。

・従来より監視指導体制を組織している地方公共団体はもちろん、供用開始の告示がなされて、事業場排水対策
の法整備及び立入検査体制を確立しようとする地方公共団体の職員はぜひ受講ください。

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

事業場の排水の指導・検査を担当する職員

2.目  標        

3.会　場













1.対象者

2.目　標

戸田研修センター

4月17日(水) 9:30 開始予定

4月17日(水) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

4月5日(金)

9.標準カリキュラム

主な講義内容

経営コース

下水道経営セミナー　企業会計入門　（戸田会場）

下水道事業を実施する地方公共団体等において、下水道経営等の業務を担当する方

下水道事業の経営に必要な業務について、基礎知識を正しく習得し、効率的な事業の執行を行うこと
ができる。

3.会　場

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

午前

地方公営企業における企業会計の役割と仕組み

地方公営企業の基礎知識「予算」

午後

地方公営企業の基礎知識「決算」及び「消費税」

下水道事業経営の現状と課題及び経営改革の取り組み



1.対象者

2.目　標

6月13日(木) 9:30 開始予定

6月13日(木) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

5月17日(金)

9.標準カリキュラム

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

経営コース

下水道経営セミナー　　企業会計入門　（福岡）

下水道事業を実施する地方公共団体等において、下水道経営等の業務を担当する方

下水道事業の経営に必要な業務について、基礎知識を正しく習得し、効率的な事業の執行を行う
ことができる。

3.会　場 八重洲博多ビル３階　会議室６　福岡市博多区博多駅東2-18-30

午後

地方公営企業の基礎知識「決算」及び「消費税」

下水道事業経営の現状と課題及び経営改革の取り組み

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

主な講義内容

午前

地方公営企業における企業会計の役割と仕組み

地方公営企業の基礎知識「予算」



1.対象者

2.目　標

6月25日(火) 9:30 開始予定

6月25日(火) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

5月31日(金)

9.標準カリキュラム

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

経営コース

下水道経営セミナー　　企業会計入門　（岡山）

下水道事業を実施する地方公共団体等において、下水道経営等の業務を担当する方

下水道事業の経営に必要な業務について、基礎知識を正しく習得し、効率的な事業の執行を行う
ことができる。

3.会　場 オルガホール４階　マウント　岡山県岡山市北区奉還町一丁目7-7 オルガビル内

午後

地方公営企業の基礎知識「決算」及び「消費税」

下水道事業経営の現状と課題及び経営改革の取り組み

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

主な講義内容

午前

地方公営企業における企業会計の役割と仕組み

地方公営企業の基礎知識「予算」

























1.対象者

2.目　標

6月14日(金) 9:30 開始予定

6月14日(金) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

5月17日(金)

9.標準カリキュラム

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

経営コース

下水道経営セミナ－
企業会計　決算と消費税入門　（福岡）

地方公共団体等において、下水道事業の地方公営法適用後に決算書作成業務を担当する人。

地方公営法適用後の決算書作成に必要な基礎知識を正しく習得し、一会計年度の歳入歳出予算の
執行の結果・実績を表示する決算書の作成、および法適用に伴い決算書作成時に消費税申告に必
要な留意点について詳しく学ぶ。

3.会　場 八重洲博多ビル３階　会議室６　福岡市博多区博多駅東2-18-30

午後

下水道事業における消費税法の基本的な知識及び特定収入について

下水道事業の消費税計算－申告書作成事例－

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

主な講義内容

午前

公営企業会計において作成する財務諸表

日常の会計処理と財務諸表との関係



1.対象者

2.目　標

6月26日(水) 9:30 開始予定

6月26日(水) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

5月31日(金)

9.標準カリキュラム

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

午前

公営企業会計において作成する財務諸表

日常の会計処理と財務諸表との関係

午後

下水道事業における消費税法の基本的な知識及び特定収入について

下水道事業の消費税計算－申告書作成事例－

主な講義内容

経営コース

下水道経営セミナ－
企業会計　決算と消費税入門　（岡山）

地方公共団体等において、下水道事業の地方公営法適用後に決算書作成業務を担当する人。

地方公営法適用後の決算書作成に必要な基礎知識を正しく習得し、一会計年度の歳入歳出予算の
執行の結果・実績を表示する決算書の作成、および法適用に伴い決算書作成時に消費税申告に必
要な留意点について詳しく学ぶ。

3.会　場

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

オルガホール４階　マウント　岡山県岡山市北区奉還町一丁目7-7 オルガビル内



1.対象者

2.目　標

6月28日(金) 9:30 開始予定

6月28日(金) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

5月31日(金)

9.標準カリキュラム

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

午前

公営企業会計において作成する財務諸表

日常の会計処理と財務諸表との関係

午後

下水道事業における消費税法の基本的な知識及び特定収入について

下水道事業の消費税計算－申告書作成事例－

主な講義内容

経営コース

下水道経営セミナ－
企業会計　決算と消費税入門　（大阪）

地方公共団体等において、下水道事業の地方公営法適用後に決算書作成業務を担当する人。

地方公営法適用後の決算書作成に必要な基礎知識を正しく習得し、一会計年度の歳入歳出予算の
執行の結果・実績を表示する決算書の作成、および法適用に伴い決算書作成時に消費税申告に必
要な留意点について詳しく学ぶ。

3.会　場

4.研修開始日

5.研修修了日

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

CIVI研修センター ６階　E603会議室　新大阪東　大阪市東淀川区東中島1-19-4













































  

1.対象者

2.目　標

3.会  場

7月18日(木) 9:30 開始予定

7月18日(木) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

6月20日(木)

9.標準カリキュラム

八重洲博多ビル３階　会議室１　福岡市博多区博多駅東2-18-30

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

包括的民間委託の事例研究

維持管理コース

1Day維持管理セミナー

下水道処理の包括的民間委託のマネジメントと実践
（福岡）

地方公共団体等で下水処理場の維持管理を担当している人。

下水処理場の設備について、維持管理を起点とする設備の維持管理に関するマネジメントを学
ぶ。また、処理場の包括的民間委託の導入事例、履行監視の事例研究および包括のメリット・
デメリット等について正しくバランスよく習得することができる。

4.研修開始日

5.研修修了日

午後

業務要求水準書の作成と技術提案書を読み解く

監視評価及び履行確認

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

主な講義内容

午前

包括的民間委託とは



  

1.対象者

2.目　標

3.会  場

12月6日(金) 9:30 開始予定

12月6日(金) 16:30 修了予定

30,000

3月11日(月)

11月8日(金)

9.標準カリキュラム

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

午後

業務要求水準書の作成と技術提案書を読み解く

監視評価及び履行確認

6.受講料
　（円・税込）

7.募集開始日

8.募集終了日

主な講義内容

午前

包括的民間委託とは

包括的民間委託の事例研究

維持管理コース

1Day維持管理セミナー

下水道処理の包括的民間委託のマネジメントと実践
（京都）

地方公共団体等で下水処理場の維持管理を担当している人。

下水道処理場の設備について、維持管理を起点とする設備の維持管理に関するマネジメントを
学ぶ。また、処理場の包括的民間委託の導入事例、履行監視の事例研究および包括のメリッ
ト・デメリット等について正しくバランスよく習得することができる。

4.研修開始日

5.研修修了日

京都私学会館3階　中会議室302　　京都市下京区室町通高辻上ル山王町 561







1.対象者

2.目　標

3.研修開始日 6月6日(木) 13:00 　開始予定

4.研修終了日 6月6日(木) 16:30 　修了予定

16,500

6.募集開始日 4月8日(月)

7.募集終了日 5月10日(金)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

下水道財政の概況 0.5 下水道財政についての概説

公営企業法の範囲 1.5 公営企業法の概説と財務諸表の構成の解説

下水道事業の現状と課題 1.0 下水道事業の現状と課題及び財務諸表の見方の解説

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

1日目 木

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

5.受講料
（円・税込）

【オンライン研修】基礎コース

技術者のための「下水道財政と公営企業」

下水道事業に携わるための下水道財政、公営企業会計を学びたい方

下水道事業を安定的に運営するための基幹となる下水道財政、公営企業について学び、経営基盤
強化と財政マネジメントの向上に役立つ



1.対象者

2.目　標

3.研修開始日 4月25日(木) 13:00 　開始予定

4.研修終了日 4月25日(木) 16:30 　修了予定

16,500

6.募集開始日 3月11日(月)

7.募集終了日 4月5日(金)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 木 知っておくべき下水道法及び専門用語 1.0 下水道法の説明と専門用語の解説

下水処理（水処理・汚泥処理）のしくみ
と運転方法

1.5 水処理と汚泥処理のしくみと設備の特徴を解説

処理場維持管理の留意点 1.5 安心安全な維持管理のためのアドバイス

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

基礎コース（オンライン研修）

知って安心！下水処理場管理の基本

地方公共団体等で事務職・技術職を問わず、下水道を担当する方で、処理場管理が初めての方
又は経験の浅い方。特に、処理場管理委託の監督者の方。

下水道に携わる職員が知っておくべき最低限の法律と専門用語、下水処理場のしくみと設置さ
れた設備の特徴などを正しく理解し、安心安全で適正な維持管理の職務遂行の一助とする。

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

5.受講料
（円・税込）



1．対象者

2．目　標

3.研修開始日 5月23日(木) 13:00 　開始予定

4.研修終了日 5月23日(木) 16:30 　修了予定

16,500

6.応募開始日 4月8日(月)

7.応募終了日 4月26日(金)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 木 下水処理の概要 1.0 下水道法の役割や汚水処理の目的などの概説

下水設備(機械・電気)の紹介 1.5 下水処理に関する設備の名称・役割などについての概説

ストックマネジメントとデータベース 1.0
ストックマネジメントの目的や役割、その際必要となるデー
タベースの活用についての概説

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

基礎コース（オンライン研修）

処理場設備の基礎講座

下水処理場の維持管理に初めて携わる方で機械設備及び電気設備の管理等の担当職員

下水処理場で水をきれいにするために活躍している各機械設備の名称やその設備の機能や役割
について理解する。

5.受講料 （円・
税込）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。



［第1回］5月28日(火) ［第2回］7月23日(火)

（各回とも、開講時間：9時、修了時間17時となります）

27,500

［第1回］4月8日(月)～4月26日(金)　 ［第2回］5月1日(水)～6月28日(金)　

6.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 火 開講式・教科内容の説明 0.5 開講式・オリエンテ－ション及び研修教科内容の説明

下水道の基礎 1.5 下水道の仕組み、下水道用語等について解説

処理施設の基礎 1.5 水処理、汚泥処理の基礎知識について解説

管きょの基礎 1.5 下水道管渠の基礎知識について解説

設計演習 2.0 施設の設計手法についての基礎を演習を通して解説

  修了式 0.5 　

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・通信費等は受講者の負担となります。

4.受講料
　（円・税込）

5.募集開始日
　　　　～
　募集終了日

・一部教科で事前に動画教材をご視聴いただく可能性があります。

3.研修開始日
　　～
　研修修了日

【オンライン研修】計画設計コ－ス

下水道入門（官民合同）

新入社員や人事異動により新たに下水道業務を担当する方及び下水道に関する基礎知識を学び
たい方

下水道業務を行う際の下水道用語、処理場の機能と役割等の下水道全般にわたって基礎知識を
理解し、今後の実務に役立てることができる。

1.対象者

2.目  標



　

7月17日(水) 9:30 開始予定

7月18日(木) 16:30 修了予定

58,300

5月1日(水)

6月21日(金)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水 接続確認および研修の注意事項説明 0.5

アセットマネジメントとストックマネジメント
支援制度について

2.0 ストックマネジメント支援制度等について解説

下水道事業の経営 2.0 下水道事業の経営課題等について解説

効率的な点検・調査計画の構築
(処理施設）

2.5
効率的な点検・調査計画を構築するための手法等について解
説

2日目 木
ストックマネジメントの導入とデータの活
用(処理施設）

2.5
リスク、コスト、機能のバランスの取れた効率的なマネジメ
ントのための、データの収集、蓄積と活用について解説

施設情報の収集・整理(現状の把握） 1.0 施設情報の効率的な収集と整理に関するポイントを解説

アセットマネジメントの事例紹介 2.0

  修了式 0.5 　

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

3.研修開始日

【オンライン研修】計画設計コ－ス

アセットマネジメント・ストックマネジメント
（処理場施設入門編）

下水道の実務経験が浅く、下水処理場のアセットマネジメントの導入に関する知識の習得を希
望する職員

厳しい財政状況のなかで膨大な下水道施設を適正・効率的に管理していくために、アセットマ
ネジメント・ストックマネジメント導入のための基礎的な知識を学び、データの収集・蓄積と
活用方法について学ぶ。

1.対象者

2.目  標

4.研修修了日

5.受講料
　（円・税込）

6.募集開始日

7.募集終了日

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・通信費等は受講者の負担となります。



　

9月3日(火) 9:30 開始予定

9月4日(水) 16:30 修了予定

58,300

6月3日(月)

8月2日(金)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 火 接続確認および研修の注意事項説明 0.5

アセットマネジメントとストックマネジメント
支援制度について

2.0 ストックマネジメント支援制度等について解説

アセットマネジメントの取組事例 1.5
下水道事業におけるアセットマネジメントに関する取り組み
事例紹介

施設情報の収集・整理(現状の把握） 1.5 施設情報の効率的な収集と整理に関するポイントを解説

2日目 水 下水道経営入門 2.0 下水道事業の経営課題等について解説

下水道管路管理の要点と効率化に向け
た最近の取り組み

1.0 管路施設のストックマネジメントに関する事例紹介

下水道管路施設のストックマネジメントに
ついて

2.0 管路施設のストックマネジメントに関する事例紹介

ディスカッション（予定） 1.0
アセットマネジメント・ストックマネジメントにおける課題
について研修生間でディスカッションを行う

  修了式 0.5 　

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

4.研修修了日

5.受講料
　（円・税込）

6.募集開始日

7.募集終了日

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・通信費等は受講者の負担となります。

3.研修開始日

【オンライン研修】計画設計コ－ス

アセットマネジメント・ストックマネジメント
（管路施設入門編）

下水道の実務経験が浅く、下水道管路施設のアセットマネジメントの導入に関する知識の習得を希望
する職員

厳しい財政状況のなかで膨大な下水道施設を適正・効率的に管理していくために、アセットマネジメン
ト・ストックマネジメント導入のための基礎的な知識を学び、データの収集・蓄積と活用方法について学
ぶ。

1.対象者

2.目  標



11月20日(水) 9:30 開始予定

11月20日(水) 16:30 修了予定

33,000

9月1日(日)

10月24日(木)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水 鉄筋コンクリート構造物の設計照査 3.0 鉄筋コンクリート構造物の設計照査の方法と事例解説

耐震構造物、杭基礎の設計照査 3.0 耐震設計、杭基礎の設計照査の方法と事例解説

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

・通信費等は受講者の負担となります。

　
【オンライン研修】実施設計コース

鉄筋構造物と杭基礎のチェックポイント　１日間　

土木職員の方で鉄筋コンクリート構造物の設計照査などを行う職員

実施設計における鉄筋コンクリート構造物関連の設計照査を習得し、設計成果品の研修を適切
に行うことができる。

7.募集終了日

3.研修開始日

4.研修修了日

5.受講料
　（円・税込）

6.募集開始日

1.対象者

2.目  標



1.対象者

2.目　標

［第1回］5月29日（水） ［第2回］1月9日（木）

（各回とも、開講時間：9時30分、修了時間16時30分となります）

33,000

［第1回］4月8日(月)～4月26日(金)　 ［第2回］10月1日(火)～12月6日(金)　

6.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

１日目 水 管路施設の基礎知識と平面・縦断図の見方 2.0 管路の設計・施工の基本的事項や図面を理解する

（木） 管きょ縦断図の作成演習 1.0 設計変更における縦断図の作成演習

監督員の役割 3.0 監督員としての施工管理・安全管理等について解説

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

　
【オンライン研修】工事監督管理コース

開削工法の監督員業務　１日間　

新たに下水道開削工事に携わる職員（土木職以外も含む）

下水道開削工事の施工手順や工事内容を把握する技術を習得し、工事監督員の役割を把握する

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

4.受講料
　（円・税込）

5.募集開始日
　　　　～
　募集終了日

3.研修開始日
　　～
　研修修了日

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。







1.対象者

2.目　標

3.研修開始日 11月6日(水) 9:30 　開始予定

4.研修終了日 11月6日(水) 16:30 　修了予定

27,500

6.募集開始日 9月2日(月)

7.募集終了日 10月11日(金)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 水
接続確認・オリエンテーショ
ン

0.5 Ｚｏｏｍへの接続確認及びオリエンテーション

下水道分野における国際展開
に関する国の動向

2.0
下水道分野における国際に関する最新の国の動向につい
て解説

海外プロジェクトの実施事例
の紹介

1.5
下水道分野における海外プロジェクトの実施事例につい
て最新の状況を含めて紹介

国際展開の事例紹介① 1.0
地方公共団体等で実施している国際展開の事例について
紹介

国際展開の事例紹介② 1.0
地方公共団体等で実施している国際展開の事例について
紹介

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

【オンライン研修】官民連携・国際展開コース

国際展開
下水道分野における「官民連携」や「国際協力」、「水ビジネスの国際展開」に
関心のある職員

下水道分野における国際展開に関する取組みや今後の方向性等についての情報を
得るとともに、官民それぞれの立場における課題を理解し、解決の方向性を見出
す。

5.受講料 （円・
税込）



1.対象者

2.目　標

3.研修開始日 2月13日(木) 9:30 　開始予定

4.研修終了日 2月13日(木) 16:30 　修了予定

27,500

6.募集開始日 10月1日(火)

7.募集終了日 1月17日(金)

8.標準カリキュラム

研修日 曜日 教  科  名
講義
時間

内          容

1日目 木
接続確認・オリエンテーショ
ン

0.5  Ｚｏｏｍへの接続確認及びオリエンテーション

管路管理の包括的民間委託の
現状

1.5
管路管理の包括的民間委託の導入状況と国からの支援
状況に関する解説

包括的民間委託事例紹介① 1.5 先進自治体による具体的事例紹介

包括的民間委託事例紹介② 1.5 先進自治体による具体的事例紹介

管路施設包括業務受託者抱え
る課題と今後の運営について

1.5
受託者側からの視点による管路包括の課題と今後の運
営展開について

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

【オンライン研修】官民連携・国際展開コース

管路施設の包括的民間委託

管路施設の包括的民間委託に関心のある職員

不足する自治体職員の体制補完と今後増加していくであろう管路管理の費用や
手間を少しでも低減させるために、民間のリソースやノウハウ、資金等を活用
する包括的民間委託の導入を行う自治体が増加している。本研修では導入の現
状と課題について理解し、各種パッケージングやサウンディングについて理解
することを目標とする。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

5.受講料 （円・
税込）




























